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気候変動に関する国際枠組にまつわる 米政府内部の機密解除文書コレクション 
 

レーガン大統領からオバマ大統領在任期間にあたる1981年から2015年までを対象に、気候変動に関する国際
的な枠組にまつわる米国政府機密解除文書を2,440点収録しています。特に、環境問題が世界的な問題として
注目され始めた時期にあたる、クリントン大統領在任期間の文書を、最も多く収録しています。 
 

オゾン層の保護を目的とした国際的な条約に関するモントリオール議定書の制定からパリ協定までの期間にお
ける、ホワイトハウスや国務省、財務省などの関わり合い、そして国際連合のレポートをご覧いただけます。 
 
気候変動に関する国際的な枠組制定にまつわるこれらの文書は、当コレクションにおいて、初めて公開されます。 
 

【ハイライト】 
当コレクションでは、防衛機能の維持と温室効果ガス排出量削減の共存を
巡って米国防総省が、気候変動に関する国際的な枠組条約制定のための
国際会議に深く関わっている様子がわかります。 
1997年に連邦政府が使用したエネルギーの国防総省に占める割合は80%
以上、さらにその93%が設備燃料・車両燃料として使用されていることを明
らかにした、国務省報告を巡るやりとりを収録します。 
 
京都議定書（1997年）に向けて、連邦政府が温室効果ガス排出削減目標を

決める経緯を追いかけることができます。国防総省が、国家安全保障のた
めの二酸化炭素排出量を、排出量制限から除外するよう求めたことに関す
る文書は、当コレクションのハイライトの一つです。 
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機密解除文書を中心にアメリカ政府の外交関連文書を収録するデータベースです。 
重要な国家政策の形成・施行過程に関するアメリカ政府機関の文書を収集・公開する非営利団体、  
The NationalSecurity Archive（NSA、アメリカ国家安全保障アーカイブ)とProQuest社の協力の下、 
NSAの所蔵文献の中から特に重要な文献を選び、学術研究向けに編纂して提供します。 
 



契約形態: コレクション毎の恒久アクセスライセンス（年毎に維持料金あり） または 全コレクション年間購読 

 IPアドレス認証方式・同時アクセス無制限  

個別にお見積り致します。お気軽にお問い合わせください。 

 販売総代理店：紀伊國屋書店デジタル情報営業部 pqhelp@kinokuniya.co.jp 

当コレクションがカバーするトピックス 
 

• モントリオール議定書および気候変動に関する条約交渉における米国外交の軌跡 
• 気候変動に関する国際連合枠組条約 (United Nations Framework Convention on Climate Change) 、  
京都議定書、パリ協定などの会議の記録 

• 政権ごとの、温室効果ガス削減への対応 
• 米国財務省とエネルギー省を含めた、米国主要政府機関の見解 
• 安全保障以外の社会問題における、国際連合の役割 
• ヨーロッパ、アジア、ラテンアメリカの、気候変動に関する条約に対する政策方針 

DNSAの他コレクションもぜひご検討ください 

日本とアメリカ・１：外交、安全保障と経済、1960-1976年 
Japan and the United States: Diplomatic, Security, and Economic Relations, 1960-1976 
安保条約改定から貿易･金融摩擦まで、アメリカの対日政策に関する公文書約1,400点・7,000頁以上が国務省、国防総省、
通商代表部、CIA等から集められ、初めて年代順に編集、 詳細なクロス・インデックスが完備された状態で出版されました。 
 

日本とアメリカ・２：外交、安全保障と経済、1977-1992年 
Japan and the United States: Diplomatic, Security, and Economic Relations, 1977-1992 
1980年代の資料を中心に1960年代からの文献も一部含め、冷戦後期からポスト冷戦期に向かう日米関係の展開を示す
1,751点にのぼる資料を収録します。 アメリカ国務省、国防総省、商務省、財務省、駐日アメリカ大使館、 カーター＆レーガ
ン両大統領図書館など、数多くの機関に散在していた文書が初めて、体系的な形で利用可能になります。 
 

日本とアメリカ・３：外交、安全保障と経済、1961-2000年 
Japan and the United States: Diplomatic, Security, and Economic Relations, 1961-2000 
各大統領図書館より収集した情報や、多くの政府機関への数百回の開示請求を経て採録した機密解除資料など、最新の資
料約900点を体系的に収録します。20世紀最後の40年間における日米間の重要事項―沖縄返還、日米間の緊張緩和およ
び中国との国交回復に引き続く軍事関係、朝鮮半島と安全保障、 1980-1990年代の貿易摩擦などを広く取り上げます。 
 

アメリカと南北朝鮮・１：1969-2000年 The United States and the Two Koreas (1969-2000) 
アメリカ合衆国-韓国間の外交・安全・経済関係、および、敵対的な対応をとる北朝鮮に対する合衆国の対応の２つの面を取
り上げます。1969年4月15日、日本海上で合衆国の偵察機EC-121が北朝鮮のMiG-17s機に撃墜された事件へのニクソン政
権の対応から、 クリントン政権時代の核抑止努力までの出来事を収録の対象とします。 
 

アメリカと南北朝鮮・２：1969-2010年 
The United States and the Two Koreas, Part II (1969-2010) 
韓国と北朝鮮に対するアメリカの外交政策を明らかにするコレクションのパート２です。 本コレクションでは、ニクソン政権か
らオバマ政権に至る40年間あまりを対象に、南北朝鮮に関するあらゆる出来事、 論点をカバーする1,634点の政府資料を収
録します。 
 

中国とアメリカ：敵対から関与へ、1960–1998年 
China and the United States: From Hostility to Engagement, 1960-1998 
アメリカの対中国・台湾政策に関する通信文、協定、報告書、内部メモなど各種資料が利用しやすくインデックス付けされて
います。駐中アメリカ大使館の資料や軍備管理、人権問題に関する中国の白書までも一部収録します。 
 

国家安全保障に関する大統領指令・１：トルーマンからクリントンまで 
Presidential Directives on National Security,Part I: From Truman to Clinton 
国家安全保障会議(National Security Council)の文書をはじめとする、安全保障関係の政策趣意書・覚書・大統領指令などを、 
トルーマン政権時代からクリントン政権時代にわたって網羅します。 

その他約50のコレクションがあります。他コレクションについてはお問い合わせください。 
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